
中小企業活性化施策実施計画の実施状況の検証のあり方について 

 
１．条例の規定 

第 11 条 知事は、毎年度、実施計画の実施の状況を検証するとともに、その検証の結果

を遅滞なく、公表しなければならない。 
２ 知事は、前項の規定による検証の実施に当たっては、滋賀県中小企業活性化審議会

の意見を聴かなければならない。 
３ 知事は、第 1 項の検証の結果を中小企業活性化施策に適切に反映させるよう努める

ものとする。 
 
２．実施状況の検証方法について 

○実施計画については、中小企業の活性化につながる幅広い事業が 154 掲載

されており、これらの事業の実施状況を踏まえた上で、その状況や効果がど

のようであったかを可能な限り定量的な指標を用いて検証する。 
○条例第 8 条に定める中小企業活性化施策の３つの基本、第 9 条に定める連

携および協力の推進の区分ごとに、実施状況を検証する。 
 ＜区分＞ 
 ①中小企業による自らの成長を目指す取組の円滑化（第 8 条第 2 項） 
②中小企業の経営基盤の強化（第 8 条第 3 項） 
③産業分野の特性に応じた中小企業の事業活動の活発化（第 8 条第 4 項） 
④連携および協力の推進（第 9 条） 

 

３．各区分ごとの検証について（イメージは別添のとおり） 

(1) 取組の状況 区分ごとの実施状況を概括的に記載 
(2) 区分を構成す

る全事業の実施状

況の総括 

区分に位置付けられている事業について、担当課で実施結

果の評価を実施し、その分布を記載 
（次の区分で評価） 
Ａ：予定していた内容を上回る事業の進捗・実施状況(100％以上)であった。 
Ｂ：ほぼ予定どおりの事業の進捗・実施状況（75~100％）であった。 
Ｃ：予定していた内容を下回る事業の進捗・実施状況（50~75％）であった。 
Ｄ：予定していた内容を大きく下回る事業の進捗・実施状況（50％未満）で

あった。 
※目標数値がある事業については、当該数値の達成度に基づき判断。

ないものについては、定性評価とする。 
(3) 主な事業の事

業ごとの実施状況 
主な事業の実施結果、課題とその自己評価について、事業

ごとに具体的に記載 

(4) 関連する指標

等の状況 
区分に関連する経済指標等の状況を記載 

(5) 評価と課題 上記を踏まえ、評価と課題について記載 

  

資料４ 



中小企業の経営基盤の強化
①中小企業の事業活動を担う人材の確保・育成
②中小企業の経営の安定・向上
③創業・新事業創出の促進
④中小企業者が供給する物品・役務等への需要の促進

事業数 割合
実施状況Ａの事業
実施状況Ｂの事業
実施状況Ｃの事業
実施状況Ｄの事業

事業名 評価
（実施計画より）

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

(5)評価と課題 ・施策の結果は、順調に推移している。

・景気回復により人材の需要は増加傾向になるものと思われる。その中で人材の確保・育成は困難になることが予想されるため、引き続
き、施策の効率的な実施に努める。

・設備投資や新事業の開始に係る資金需要などに的確に対応していく必要がある。

※指標に
ついては
今後調整

課題等
（実施計画より） （実施計画より）

(2)事業の実施状況
の総括

(3)主な事業の事業
ごとの実施状況 事業概要 取組計画 実施結果

区分ごとの実施状況の検証のイメージ

基本方向
（区分名）

(1)取組の状況 ○○、○○など、  の取組を実施。うち、　新たに　事業を実施し、　事業について内容を拡充して実施。

制度融資の充実や、人材育成支援などをはじめとして、人材や経営の安定・向上に関し、重点事項として実施

(4)関連する指標等
の状況

有効求人倍率
○○○○
○○○○
○○○○

Ａ：予定していた内容を上回る事業の進捗・実施状況（100％以上）であった。
Ｂ：ほぼ予定どおりの事業の進捗・実施状況（75~100％）であった。
Ｃ：予定していた内容を下回る事業の進捗・実施状況（50~75％）であった。
Ｄ：予定していた内容を大きく下回る事業の進捗・実施状況（50％未満）であった。
※目標数値がある事業については、当該数値の達成度に基づき判断。ないものについて

は、定性評価とする。


